
北海道大学大学院環境科学院「環境起学特別講義I」
　& 札幌市円山動物園 協働企画

動物園の環境教育プログラムで
参加者に行動変容を引き起こすには何が必要か？

-円山動物園の事例を踏まえ、アプローチを考える-
　現在、動物園や水族館は、これまでの「動物を見て楽しむ」ためのエンターテインメント施設から、「生きた
動物を展示する博物館」へと役割を移し、動物の展示のほか、生き物の保全活動、気候変動や生物多様性の
損失などの環境問題の解決に向けた教育活動などに力をいれています。
　札幌市円山動物園においても、基本方針「ビジョン2050」において「教育」を重点取組の１つに掲げ、
様々な教育プログラムを提供していますが、参加者が環境を守る取組を行うような行動変容に結び付けていく
ことは難しい状況です。
　そこで、円山動物園で実施してる教育プログラムを実際に体験し、「どのようなプログラムであれば参加者の
行動変容を促すことができるか」をテーマに、みんなで考えていきたいと思います。
　学生や教育関係者、教育活動に関心のある方などのご参加をお待ちしています！

参加者募集中！
（参加費無料）

日 時

2026年6月6日[土] 9時00分-15時30分
※12時00分-13時15分は昼休憩

場 所

札幌市円山動物園 動物園プラザ
（札幌市中央区宮ケ丘3番地1）

対象・定員

学生、教員、関心がある人は誰でも
※小中高校生や保護者の参加も可
※定員は20名程度

内 容

09時00分　開会（開場：8時55分、正門横の「動物園プラザ」から入園）

09時05分　円山動物園の歴史と役割について（講義）

10分00分　園内ツアー（教育プログラム「ゾウ舎ツアー」も実施）

＜12時00分-13時15分　昼休憩＞
13時15分　円山動物園の教育プログラム紹介
14時30分　ワークショップ
　　　　「より受講者に伝わり、行動変容を起こすような
　　　　　教育プログラムとは？」
15時30分　閉会（終了後は園内をご自由にご覧いただけます）

申し込み

【主催・問い合わせ】 北海道大学大学院環境科学院 佐竹、山中(担当教員:同大学院 教授)
Mail: akihiro.satake@city.sapporo.jp、TEL: 011-621-1426

下の二次元コードまたはURLから
お申込みください。

申込期限：
6月5日（金）
16時00分

<URL>
https://forms.gle/Bb9VgQwdaXxFoQGk7

※当日、多少変更になる可能性があります。

https://forms.gle/Bb9VgQwdaXxFoQGk7

